
 別紙  
結核はまだまだ身近な病気です! 
結核について正しく知りましょう 

 
１ 結核とは 

結核は結核菌によって発生する感染症の一つです。医療や生活水準の向上によ
り、薬を飲めば完治できる時代になりましたが、今でも年間 10,000 人以上の新
しい患者が発生し、1,400 人以上が命を落としている日本の主要な感染症です。 

最初は風邪に似た症状で始まりますが、痰（たん）のからむ咳、微熱、身体の
だるさなどが 2 週間以上続いている場合には、結核も疑い、呼吸器内科などの専
門医療機関を受診しましょう。 
 

２ 本市における新登録患者数および結核集団感染事例数 
年次 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年※2 

新登録患者数（人） 28 36 28 19 39 
集団感染事例数※1 

（件） 0 0 0 0 0 

  ※1:初発患者が市内在住の場合を計上 
  ※2:12 月末速報値 
 
３ どのように感染するのか 

たんの中に結核菌が出る結核患者さんがせきやくしゃみをすると、しぶきが飛
び散ります。このしぶきの中の結核菌を吸い込むことで、感染します。 
 菌は肺まで到着する途中で、鼻やのど、気管支の粘膜にひっかかり、からだの
外に運び出されます。肺の奥まで吸い込まれた菌が、増え始めると「感染」した
ことになります。 
  

４ 感染と発病  
感染した状態で、免疫の働きによって結核菌の増殖が抑えられている間は発病

しません。ただし、免疫の力だけでは結核菌を完全に殺すことはできないので、
休眠状態で生き続けます。そして、体の抵抗力が低下すると結核菌の増殖が活発
になり、病巣をつくると結核になった（発病した）といいます。 
 「感染」は、結核菌を吸い込んで、からだに結核菌が閉じ込められた状態をい
います。「発病」は、からだの免疫力・抵抗力の低下により結核菌が活動を始める
ことをいいます。 

発病には、感染してから早い時期（6 か月から 2 年）に発病する場合と、感染
してから何十年も経って発病する場合があります。また発病するのは、感染した
人の 1 割から 2 割程度で、一生発病しない人もいます。 

 
 
 



５ 結核患者さんがすべて人に感染させるわけではありません 
たんの中に結核菌が含まれていると、人に感染させる恐れがあります。しかし

治療すれば 2 週間から 3 週間ほどで症状は軽くなり、菌の量も減少していきま
す。また、発見が早く、たんの中に菌が含まれていないようなら、感染させるこ
とはありません。 

 
６ 症状 

せき（2 週間以上続くもの）、たん・血痰（たん）、発熱、胸痛、だるさ、体重減
少、寝汗など 

 
7 結核の治療 

結核は抗結核薬を正しく服用することで治る病気です。 
ア 結核の治療（発病しているときの治療） 

結核は 3 種類から 4 種類の抗結核薬を約 6 か月から 9 か月間服用して治療
をします。 

イ 潜在性結核感染症の治療（発病していないときの治療） 
結核に感染した直後に、1 種類から 2 種類の抗結核薬を約 3 か月から 6 か
月飲めば、その後結核になる可能性を低く抑え込むことができます。家族や
親しい人に結核患者さんがいて、感染が判明した場合や、感染をしている人
がリウマチなどの治療で免疫抑制剤などを使用する際にこの治療をします。 

 
８ 結核から身を守るには 

ア 予防接種を受けましょう。 
結核の予防法には予防接種（ＢＣＧ）があります。ＢＣＧは結核の発病を抑
えるワクチンで、たとえ発病したとしても重症化を防ぐのに役立ちます。特
に乳幼児では、感染してすぐに発病し、結核性髄膜炎など、命にかかわるほ
どの重症の結核になる恐れもあるので、生後５か月から７か月頃にＢＣＧの
接種を受けることが重要です。 

イ 年に 1 回胸部エックス検査を受けましょう。 
定期的な胸部エックス検査は、結核の早期発見、早期治療に役立ちますので、
年に１回受けるようにしましょう。普段から健康的な生活を送り、免疫力を
高めることも発病予防になります。2 週間以上続くせきなどの症状があると
きは、早めに医療機関を受診しましょう。 

 
９ 参考資料 

・厚生労働省ホームページ（結核） 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenko
u/kekkaku-kansenshou03/index.html 

・豊田市ホームページ（結核） 
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/kenkou/eisei/1003074.html 


